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かけがえのない水を生む
源流の自然を愛し、源流を守り、育てる人です

集い、話し、遊び、学び、考え、触れ、交流し、
参加し、喜びを分かち合いながら、
源流を守り、育ててゆこうとする会です

郵便振替 00940-1-331163

個人
家族

2,000円
3,000円

学生
団体

1,000円
10,000円

水源地の森守募金
にご協力ください

もりもり

郵便振替 「水源地の森守募金」あて00950-2-331164

年会費

源流人
会とは

ともに源流学
を楽しみ学ぶ仲

間

を紹介ください

源流人
とは

ありがとうございました。
平成29年度、243,317円の森守募金をお預かりしました。
奈良県内すべてと、和歌山県内の紀の川流域市町村の小学

4年生全員に配布した教材印刷費や源流域での
斜面崩壊対策費用にあてさせていただきました。
今後ともご支援をよろしくお願いします。
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し
ま
し
た
。
吉
野
川
源
流
の
お
い
し
い
水
と

そ
の
水
で
育
っ
た
米
と
茶
、
簡
単
な
材
料
だ

か
ら
こ
そ
、
良
し
悪
し
が
味
に
表
れ
ま
す
。

近
畿
地
方
に
木
枯
ら
し
一
号
が
吹
い
た
翌

日
、
水
が
と
て
も
冷
た
く
、
出
来
上
が
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
熱
々
の
お
か

い
は
最
高
で
し
た
。
ま
た
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
生
ま
れ
て
か
ら
の
18
年
間
、
大
阪
府
に

住
ん
で
い
て
、大
自
然
に
ふ
れ
る
機
会
が
な
く
、

初
め
て
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
も
緑
に
あ
ふ
れ
、
植
物
・
生
き
物

が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
私
が
学

び
た
い
も
の
は
、
こ
れ
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

初
め
て
目
に
し
た
景
色
は
今
で
も
は
っ
き
り
と

頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
が
大
学
で
森
林
科
学

を
学
ぼ
う
と
決
意
し
た
の
は
、
こ
の
奈
良
県
川

上
村
の
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
か
ら

だ
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
。

　

高
校
３
年
生
の
６
月
、
し
か
も
高
校
の
期
末

テ
ス
ト
目
前
と
い
う
時
期
に
、
父
か
ら
「
７
月

１
日
、
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に
行
く
？
」
と
い

う
誘
い
を
受
け
、「
テ
ス
ト
前
な
の
に
？
」
と

思
い
な
が
ら
も
、
自
分
自
身
「
行
か
ず
に
後
悔

す
る
の
は
い
や
だ
。」
と
思
い
、
参
加
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
私
は
あ
る
大
学

　

前
回
に
引
き
続
き
、
人
工
林
の
間
伐
を
少
し

体
験
し
て
い
た
だ
き
、
源
流
人
会
の
会
員
さ
ん

ら
15
名
の
方
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
に
伐
採
し
、
林
内
で
乾
燥
さ

せ
て
い
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
う
ち
、
建
材
に
な
ら

な
い
も
の
、
末す
え

（
※
）
の
部
分
な
ど
を
適
当
な

長
さ
に
小
切
っ
て
、
土
留
め
を
設
置
し
、
林
内

歩
道
を
整
備
し
、
足
場
の
安
全
を
確
保
し
て
か

ら
木
を
伐
っ
て
い
き
ま
す
。
他
に
も
根
元
の
草

や
低
木
を
刈
り
、
伐
倒
方
向
と
待
避
場
所
を
見

極
め
る
な
ど
気
を
配
り
ま
す
。 

　

林
業
は
危
険
な
仕
事
と
い
う
印
象
を
持
た
れ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
熟
練
の

山や
ま
い
き行
さ
ん
の
仕
事
を
拝
見
す
る
と
、
経
験
を
積

み
、
技
術
を
磨
き
、
と
て
も
正
確
に
作
業
さ
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
周
囲
に
大
変
気
を
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ど
の
仕
事

も
「
安
全
第
一
」
と
「
段

取
七
分
」、
職
員
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
も
印
字
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
事

故
の
な
い
よ
う
森
づ
く

り
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

昼
食
の
足
し
に
“
お

か
い
（
茶
粥
）”
を
準
備

の
推
薦
入
試
を
受

け
よ
う
か
悩
ん
で

い
た
時
期
で
も
あ

り
、
こ
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
ら
、

面
接
試
験
の
と
き

に
、
こ
の
経
験
を

話
せ
る
と
思
い
、

参
加
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
推
薦
入
試
当
日
、
面
接
練
習
し
て

き
た
通
り
、「
私
は
高
校
３
年
生
の
７
月
に
奈

良
県
の
川
上
村
に
行
き
、
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
原
生
林
と
人

工
林
を
見
て
、
さ
わ
り
、
さ
ら
に
森
林
に
つ
い

て
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

と
大
き
な
声
で
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
無
事
に
第
一
志
望
大
学
に
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
に
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
、
そ
し
て
魅
力

を
教
え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。

そ
し
て
、
私
は
こ
れ
か
ら
大
学
で
森
林
に
つ
い

て
思
い
存
分
学
び
、
森
林
の
良
さ
、
そ
し
て
必

要
性
を
説
明
で
き
る
人
に
な
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
今
私
が
書
い
て
い
る
こ
の
体
験
談
が
、「
ほ

た
り
」
に
載
せ
て
頂
け
る
頃
に
は
、
私
は
大
学

生
に
な
り
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
大
学
生

活
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
本
当
に
学
び
た
い

こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
森
と

水
の
源
流
館
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に

        

参
加
さ
せ
て
頂
い
て

水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に

        

参
加
さ
せ
て
頂
い
て

大
島
聡
実

平
成
　
年
　
月
８
日

30

12

記

源
流
学
の
森
づ
く
り

源
流
学
の
森
づ
く
り

月

　日（
祝
）
　

11

23

（駐）※木の根元側を「元（もと）」、穂先側を「末（すえ）」と言います。
元口と末口の直径の差が小さいことを「本末同大（もとすえどうだい）」と言い、吉野杉の特徴の一つです。
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川
上
村
が
水
源
地
の
村
と
し
て
、
自
然
と
共

生
す
る
「
川
上
宣
言
」
を
村
是
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
過
疎
化
の
進
む
奥
地
山
村
と
し
て
極

め
て
崇
高
な
姿
勢
と
い
え
る
。

　

山
村
に
は
山
村
の
価
値
が
あ
る
。
清
ら
か
な

水
が
生
ま
れ
る
貴
重
な
自
然
を
持
つ
村
が
、
水

源
地
の
村
づ
く
り
を
高
ら
か
に
宣
言
し
よ
う
と

い
う
発
想
は
ま
さ
に
自
然
の
価
値
の
再
認
識
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

「
川
上
宣
言
」
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
歩
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し

た
い
。

　

新
た
な
年
号
が
は
じ
ま
る
今
年
、
川
上
村
は

村
制
一
三
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

い
つ
も
『
川
上
宣
言
』
に
込
め
ら
れ
た
意
味
や

お
も
い
を
み
ん
な
で
考
え
な
が
ら
、
自
ら
が
行

動
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
途
切
れ
る
こ
と
の
な

い
時
を
刻
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

何
事
に
つ
け
「
平
成
最
後
の
・
・
」
と
い
う

言
葉
が
添
え
ら
れ
る
と
き
で
す
。
い
ま
、
平
成

最
後
の
年
度
末
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
何
を
書

く
べ
き
か
考
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
あ
ら
た

め
て
『
川
上
宣
言
』
を
見
つ
め
直
し
、
深
く
向

き
合
う
一
年
間
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
三

つ
の
こ
と
を
書
き
ま
す
。

■　
『
川
上
宣
言
』
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ　

■

　

川
上
村
の
環
境
基
本
計
画
推
進
の
位
置
づ
け

で
役
場
や
公
共
機
関
・
施
設
の
職
員
を
対
象
に

毎
年
行
う
研
修
会
で
、
講
師
を
奈
良
教
育
大
学

次
世
代
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
准
教
授
の
中
澤
静

男
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
っ
て

な
ん
で
す
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
お
話
の

中
で
、
次
の
よ
う
に
『
川
上
宣
言
』
に
触
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
川
上
宣
言
』
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
教
材
と
し
て

十
分
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
の
構
成
概
念
の
規
範
概
念
と
し
て

「
責
任
性
」
と
「
連
携
性
」
を
、
実
態
概
念
と

し
て
の
「
多
様
性
」
と
「
相
互
性
」
を
強
く
意

識
し
た
宣
言
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
体
験
を

通
じ
て
学
ぶ
こ
と
は
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
他
な
ら
な
い
。

川
上
村
長
を
は
じ
め
聴
講
し
た
一
同
に
と
っ
て

自
信
と
勇
気
を
得
る
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人

　吉
野
川
紀
の
川
源
流
物
語

尾
上

　忠
大

事
務
局
長

■　

小
学
校
で
『
川
上
宣
言
』　

■

　

そ
の
研
修
会
に
初
め
て
川
上
小
学
校
の
先
生

方
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
五
年
生
担

任
の
先
生
が
、「
森
と
水
の
源
流
館
授
業
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
」（
詳
細
は
本
誌
41
号
参
照
）
に

も
全
回
参
加
。
先
生
は
川
上
村
の
「
ダ
ム
カ

レ
ー
」
を
素
材
と
し
て
、
二
つ
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
か
ら
「
緑
の
ダ
ム
」
へ
と
児
童
の
意
識

を
や
り
、
森
の
こ
と
に
つ
い
て
学
習
す
る
と
い

う
授
業
計
画
を
作
成
し
、
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
過
程
で
、
森
を
守
る
背
景
に
あ
る

『
川
上
宣
言
』
に
た
ど
り
つ
き
、
調
べ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
先
生
と
と
も
に
役
場
の
村
長
室
を

訪
ね
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
そ
う
で
す
。

十
二
月
に
は
、
学
習
成
果
を
児
童
た
ち
が
多
く

の
村
民
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
授

業
づ
く
り
の
内
容
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
授
業
と
し
て
高

く
評
価
を
受
け
、
実
践
報
告
会
な
ど
で
他
地
域

の
先
生
へ
発
表
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
川
上
小
学
校
の
先
生
か
ら
児
童
た
ち
へ

の
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
先
生
は
し
っ
か
り
準
備
を
し
、
魂
を
込
め

て
授
業
を
す
る
か
ら
、
み
ん
な
も
川
上
村
を
背

負
っ
て
立
つ
よ
う
な
気
持
ち
で
、
い
っ
し
ょ
に

勉
強
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

■
『
川
上
宣
言
』
企
画
特
集
（
奈
良
新
聞
）
■

　

昨
年
末
、
筆
者
も
協
力
し
、
奈
良
新
聞
全
面

に
お
い
て
『
川
上
宣
言
』
を
ふ
り
か
え
る
特
集

記
事
を
掲
載
。
そ
の
中
で
、
平
成
八
年
に
『
川

上
宣
言
』
を
執
筆
さ
れ
た
現
在
早
稲
田
大
学
名

誉
教
授
の
宮
口
侗
廸
先
生
に
【「
川
上
宣
言
」

誕
生
の
こ
ろ
】
と
題
し
た
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
文
を
紹
介
し
ま
す
。

奈良新聞 2018 年 12 月 26 日

※ ESD ＝ Education for Sustainable Development
　　　　　持続可能な社会づくりの担い手を育むための教育活動

　三之公林道の終点から水源地の森へ足を踏み入れ、台高の尾根に向かって沢を登っていくと、稜線に近づくにつれて風
景が変わってくるのに気づく。植生が変化したのもあるのだが、周囲の木々がいつの間にか巨樹と呼べるようなサイズに
なっているからである。トガサワラをはじめとするそれらの木々は、遠目に見ても太くて樹高も高いし、近づいてみると
その大きさに圧倒される。それらの木々は水源地の森を長く見つめてきた守り神のような存在にも感じられ、足を踏み入
れるのに畏れを感じさせるものでもある。さらに足を進めると、ゆったりしたブナ林の中にどっかりと腰を落ち着けた感
のあるミズナラが谷を見下ろすように生え、村を見守っているように感じられた。
　2018 年 3 月に「川上村巨樹・古木調査　報告書」が発行された。上西由恵さんを中心に森と水の源流館のメンバーが
協力して実地調査や聞き取りを進めてまとめたもので、現時点での川上村の巨樹リストとなっている。リストには、林業
の村を代表するかのようにスギが目立つが、他にも地域の植生を代表するように、ウラジロガシ、ヤブツバキ、カゴノキ、
クスノキといった常緑広葉樹や、エノキ、ムクノキ、ケヤキなどの落葉広葉樹、トガサワラ、モミ、ツガなどの岩角地に
生える常緑針葉樹類、生活に関連する樹種としてトチノキ、オニグルミ、クワノキが名を連ねている。やや珍しいものと
して、コウヨウザン、イチョウといった渡来系の樹種やタラヨウ、イブキ、コウヤマキ、イチイ（アララギ）のように庭
園に植えることが多い樹種も見られる。これらの多くは社寺林とその周辺に生育する樹木であり、森林内の巨樹は下多古
の歴史の証人など数少ない。「木を隠すなら森へ」で巨樹が見つからない面もあるが、林業の盛んなこの村では、山の守
り神としての木々は山行きさんに受け継がれ、山行きさんを見守っているのだろう。多くの人が知る巨樹として残されて
きた樹木は、集落の中で大切にされて、結果的に集落付近に巨樹が集まっているのかもしれない。
　奇岩や奇樹、巨樹・巨木といった自然物は神の依代として意識され、注連縄を巻いてこの世と切り離し神に属するもの
として区別され、多くの地域で大切にされてきた。そのような「場」が信仰の対象として用いられ、社が建てられ神社に
なったものもあるだろう。しかし、自分たちが生活を営む空間に社寺を設け、その中に樹木を植え、その樹木を代々大切
にし、集落を見守る存在として育ていく中で、巨樹・古木となっていった樹木もあるのでは無いかとも思う。京都市にあ
る西本願寺には、本堂の前に大きなイチョウが生育している。直径 1m 以上の巨木だが、横に大きく枝を分岐して樹高が
低く、イチョウにしては珍しい樹形をしている（京都市指定天然記念物）。イチョウは中国原産の落葉高木で、西本願寺
の地に自生していたわけではない。人が植えて守り育ててきたものが立派に育ち、その樹の前で手を合わせるような存在
になっている。川上村の各在所に見られる巨樹・古木の多くも、このように人々が守り育ててきた樹木が多いのではない
だろうか。1本1本の樹々には在所の人々の想いが詰まっており、まさに集落の守り神のような存在になっているのだろう。
　多くの人の想いを集めた巨樹は、「祟り」という形で想いの一端をはき出すこともある。巨樹を傷つけたり伐採したり
すると祟られるという話は、いろんな地域で聞くことができる。私が学生の頃に聞いた話では、京都から亀岡に向かう国
道 9 号線沿いの右京区大枝にあった 3 本の大杉は国道の拡幅工事に伴って伐採されたが、拡幅工事終了までに 3 名の方が
亡くなったとのこと。真偽の程を確かめてはいないが、祟りという形で巨樹の伐採を戒めているのかもしれない。
　昨年末に滋賀県草津市の環境審議会は、10 年以上貴重な樹木として保護樹木に指定していたムクロジの大木を、保護
樹木指定を解除する答申を出した。江戸時代の東海道の枝道として使われた「矢橋の渡し」へ向かう街道沿いに生育して
いた樹木は、江戸時代中頃に植えられ地域の目印として親しまれてきた。だからこそ、草津市が保護樹木制度を制定した
時にすぐに指定され、保護されてきた。しかし、昨年の台風の被害で枝が折れた際に、周囲の住民の要請で全ての枝葉が
切り取られ、丸太のような風情で立ち上がる姿に変えられてしまった。大量の落ち葉に悩まされ、台風のような大風の時
に枝が落ちることを恐れる周囲の住民には、ムクロジの大木は迷惑な産物であり、早く片付けたい代物になってしまった
ようだ。同じ境内地には、保護樹に指定されていないムクロジや大木のクスノキの切り株が残っていた。
　人が守り育ててきた地域の宝、目印、ランドマーク、大切な樹木は、地域の想いを受けて生きながらえ、巨樹として存
在感を放ってきた。一方で、人々から忘れ去られ迷惑な存在になった巨樹は、様々な事情があるかもしれないが、人々に
とってどうでも良いものになってしまい、地域から失われていく。地域の人々の心から巨樹が失われた時点で、巨樹のい
のちは潰えているのかもしれない。
　巨樹・古木は、その地域の心を反映する存在、地域の鏡といえるかもしれない。巨樹・古木のありようは、そのまま地
域の今を物語る。どのような村を次の世代に伝えていくのか。先祖代々の村人の営みを知る巨樹・古木を仰ぎながら、そ
の歴史に想いを馳せつつ、考えていこう。地域の巨樹・古木を大切にし、次の世代に引き継いでいきたいと願う。

　川上村の巨樹・古木は自然資源としてだけでなく、吉野林業の歴史や地域の文化を知るうえでも貴重なものです。
しかし、高齢化や過疎化が進む中で、守り、伝えていくことは難しく、まずはこれらの木々と出会ってもらうべく、
2018 年 9月 8日（土）源流のつどい「川上村の巨樹めぐり」を実施し、県内外より 11名の参加がありました。

川上村の巨樹・古木調査に寄せて　川上村の巨樹・古木調査に寄せて　（横田岳人　龍谷大学理工学部、源流人会会員）（横田岳人　龍谷大学理工学部、源流人会会員）

授業づくりセミナー報告会の様子
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下
市
町
広
橋
は
、
月
ヶ
瀬
・
賀あ

の

う
名
生
と
並
ぶ

奈
良
県
の
三
大
梅
林
の
ひ
と
つ
広
橋
梅
林
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
広
橋
梅
林
の
最
高
所
、

高
峯
稲
荷
神
社
が
鎮
座
す
る
「
天
守
の
森
」
と

呼
ば
れ
る
山
頂
に
広
橋
城
が
あ
り
ま
す
。

　

広
橋
城
は
「
天
守
の
森
」
を
均な
ら

し
て
東
西
約

６
０
メ
ー
ト
ル
・
南
北
約
２
５
メ
ー
ト
ル
の
平

坦
面
（
主し
ゅ
か
く郭
部
）
を
造
成
し
、
そ
の
周
囲
に
幅

３
～
４
メ
ー
ト
ル
の
帯お
び
ぐ
る
わ郭（
帯
状
の
平
坦
面
）

を
削
り
出
す
こ
と
で
、
主
郭
部
の
周
囲
に
高
さ

約
３
メ
ー
ト
ル
の
切
岸
（
壁
）
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
西
側
の
帯
郭
の
外
側
に
は
、
横

堀
と
土
塁
を
設
け
て
守
り
を
固
め
て
い
ま
す
。

横
堀
は
Ｌ
字
形
に
曲
げ
ら
れ
、
麓
へ
向
け
て
口

を
開
け
て
い
ま
す
。
麓
か
ら
は
虎
口
（
入
口
）

の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
袋
小
路
と
な
っ
て
い

る
上
、
周
囲
を
土
塁
で
囲
ん
で
い
る
の
で
、
入

り
込
ん
だ
ら
簡
単
に
は
出
ら
れ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
西
の
尾
根
に
は
神
社
に
続
く

道
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
堀
切
で
遮
断

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
堀
切
は
土
塁
で
延
長
さ
れ

て
お
り
、
西
か
ら
の
侵
入
を
何
と
し
て
も
阻
も

う
と
す
る
強
い
意
志
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

広
橋
城
は
吉
野
郡
内
で
は
大
規
模
な
城
の
部

類
に
入
り
ま
す
。
ま
た
土
塁
や
横
堀
を
多
用
し

た
技
巧
的
な
構
造
を
持
つ
城
は
、
奈
良
県
南
部

で
は
余
り
例
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
名
や
有
力

国
人
が
築
い
た
城
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

当
時
、
吉
野
郡
の
商
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
下

市
の
町
か
ら
離
れ
て
い
る
の
が
少
し
不
自
然
で

す
。

　

で
は
誰
が
築
い
た
城
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

中
世
の
吉
野
郡
に
は
八は
っ
き
し
ょ
う
じ

旗
荘
司
と
呼
ば
れ
た

有
力
者
た
ち
が
い
ま
し
た
。
南
朝
を
開
い
た

後
醍
醐
天
皇
（
１
２
８
８
～
１
３
３
９
）
が
、

吉
野
郡
内
の
有
力
な
八
人
の
武
士
に
旗
を
賜
っ

た
の
が
そ
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
正

六
年
（
１
５
７
８
）、
大
和
国
の
平
定
を
目
指

す
筒
井
順
慶
（
１
５
４
９
～
１
５
８
４
）
が
吉

野
郡
に
侵
攻
し
た
際
、
八
旗
荘
司
た
ち
が
、
広

橋
城
に
籠
城
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
ま

す
。

　

実
際
、
広
橋
地
区
に
は
、
中
世
文
書
や
甲
冑

（
渡
辺
惣
官
家
文
書
：
奈
良
県
指
定
文
化
財
、

広
橋
家
腹
巻
そ
の
他
：
下
市
町
指
定
文
化
財
）

が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
付
近
に
有
力
者
が
住

ん
で
い
た
の
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。
八
旗

荘
司
と
呼
ば
れ
て
い
た
在
地
の
有
力
武
士
の
城

と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

中
世
の
城
跡
は
、下
草
に
覆
わ
れ
て
い
た
り
、

倒
木
が
あ
っ
た
り
し
て
、
辿
り
着
く
ま
で
一
苦

労
す
る
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
広
橋
城
は
下

草
が
少
な
く
、
道
も
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

と
て
も
登
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
橋
梅
林
で
は
、
花
の
見
ご
ろ
に
合
わ
せ
て

「
梅
の
里
山
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の

で
、
花
見
を
兼
ね
て
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

参
考
文
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吉野川・紀の川流域の遺跡

そ
の
三
〇
歴
史
に
詳
し
い
職
員
、
成
瀬
匡
章
が
、
吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
の
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

広

橋

城

広

橋

城

﹁﹁

﹂﹂

誰
が
築
い
た
？

誰
が
築
い
た
？

　

前
号
か
ら
の
続
き
で
、「
吉
野
林
業
」
に
つ

い
て
、講
演
録
の
原
稿
か
ら
記
し
た
い
と
思
う
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

間
伐
は
、
80
～
百
年
の
期
間
で
皆
伐

期
（
一
定
範
囲
の
樹
木
を
一
時
に

全
部
ま
た
は
大
部
分
伐
採
す
る
主

伐
の
一
種
）
と
、
長
伐
期
（
通
常
の
主
伐
林
齢

の
約
２
倍
を
超
え
る
林
齢
で
主
伐
を
行
う
こ

と
）
で
計
画
を
し
て
お
り
、
そ
の
間
、
10
回
行

い
ま
す
。
５
～
10
年
間
隔
で
１
回
、
約
20
％
前

後
の
間
伐
を
伐
期
ま
で
繰
り
返
し
ま
す
。
伐
期

に
な
る
と
、
９
千
本
植
栽
し
た
本
数
が
、
皆
伐

期
に
は
、
ha
あ
た
り
９
２
０
本
ぐ
ら
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。
普
通
、伐
期
50
～
60
年
ご
ろ
に
は
、

残
存
本
数
は
千
～
１
２
０
０
本
で
、
３
千
本
植

え
た
国
有
林
と
同
じ
よ
う
な
本
数
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
中
味
が
ま
っ
た
く
違
う
こ

と
に
も
注
目
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
、
吉
野
林
業
は
、
こ
の
よ
う
な

手
間
や
お
金
の
か
か
る
施
業
を
し

て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
樽
丸
生
産
を
目
的
に
施
業
を
行
っ

て
い
た
か
ら
で
、
一
時
、
吉
野
林
業
を
樽
丸
林

業
と
呼
ん
だ
時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
吉
野

林
業
は
密
植
し
、
多
間
伐
を
繰
り
返
す
こ
と
で

年
輪
幅
の
狭
い
（
１
cm
で
８
年
輪
）
か
つ
均
一

な
材
と
な
り
、
酒
樽
と
し
て
非
常
に
良
い
素
材

と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
酒
に
風
味
を
与
え

る
と
し
て
人
気
で
し
た
。

そ
の
樽
丸
も
１
９
４
０
年
ご
ろ
に
は

吉
野
林
業
の
舞
台
か
ら
退
き
、
代

わ
っ
て
戦
後
の
復
興
か
ら
住
宅
部

材
の
需
要
が
拡
大
し
、
柱
角
材
が
注
目
さ
れ
、

原
木
市
場
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
素
材
・
生
産

業
者
が
急
増
し
、
柱
角
の
適
材
を

求
め
て
、
伐
採
令
も
50
～
60
年
で

皆
伐
す
る
箇
所
も
で
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
施
業
の
特
徴
は
、
密

植
を
維
持
し
た
ま
ま
、
短
伐
期
化

が
追
求
さ
れ
た
時
代
で
し
た
。

70
年
代
に
入
っ
て
か
ら

は
、
材
木
の
自
由
化

が
始
ま
り
、
大
都
市

は
国
産
材
か
ら
輸
入
材
へ
と
変
化

し
て
い
っ
た
な
か
で
、
一
般
材
の

価
格
が
伸
び
悩
み
、
丸
太
の
生
産

量
は
急
減
し
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、

吉
野
材
の
銘
柄
化
す
る
こ
と
で
造

作
材
（
建
築
内
部
の
仕
上
げ
材
、

取
付
材
の
総
称
）
と
し
て
生
か
さ

れ
、
ヒ
ノ
キ
の
枝
打
ち
材
が
無
節

柱
材
と
し
て
付
加
価
値
の
追
求
が

始
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
需
要
側
の
変
化

が
山
側
に
与
え
た
影
響

は
と
て
も
大
き
く
、
柱

角
材
時
代
に
ま
る
で
忘
れ
ら
れ
て

い
た
最
高
級
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が

再
び
脚
光
を
浴
び
始
め
ま
し
た
。

量
よ
り
質
を
求
め
る
時
代
に
な
り
、

吉
野
林
業
も
樽
丸
時
代
に
培
っ
た

技
術
特
製
が
再
び
意
味
を
も
つ
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

80
年
代
は
、
集
成
材
の

化
粧
常
板
の
需
要
が

急
速
に
拡
大
、
ヒ
ノ

キ
の
集
成
材
の
柱
が
市
場
へ
出
回

り
、
続
い
て
ス
ギ
の
造
作
材
の
集

成
材
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
集
成
材
用
単
板
の
需

要
に
適
し
た
山
は
国
内
で
も
限
ら
れ

た
地
域
に
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
こ
で

吉
野
林
業
の
密
植
、
多
間
伐
、
長
伐

期
施
業
に
よ
り
育
て
ら
れ
た
最
高
級

材
が
重
要
視
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。こ

の
よ
う
に
吉
野
林
業
は
樽

丸
の
時
代
か
ら
、
柱
角
の

時
代
、
そ
し
て
造
作
材
、

集
成
材
の
時
代
と
移
り
変
わ
っ
て
き

た
の
で
す
。
90
年
代
に
入
る
と
住
宅

建
築
の
様
式
が
多
様
化
に
な
り
、
需

要
が
減
少
し
、
あ
わ
せ
て
丸
太
価
格

も
厳
し
さ
を
増
し
、
ブ
ラ
ン
ド
物
の

吉
野
杉
も
だ
ん
だ
ん
影
が
薄
く
な
っ

た
の
で
し
た
。

さ
て
吉
野
林
業
の
も
う
一
つ

の
特
徴
は
、
森
林
の
所
有

形
態
が
、
ほ
か
の
町
村
と

違
う
点
で
す
。
川
上
村
の
森
林
面
積

２
万
５
千
ha
の
う
ち
、
村
内
の
人
の

所
有
面
積
が
約
３
千
ha
で
約
12
％
、

村
外
所
有
者
が
２
万
１
９
０
０
ha
で

約
88
％
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ

た
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
も
と
も
と

は
村
の
人
た
ち
が
所
有
し
て
い
た
の

で
す
が
、
元
禄
年
間
ご
ろ
よ
り
植
林

が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
地
理
的
に
奥

地
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
木
材
生
産
の

利
益
も
低
く
、
生
活
の
維
持
も
困
っ

て
、
結
局
は
村
外
の
資
本
に
依
存
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
外
部
資
本
の
攻

勢
に
対
し
、
自
ら
を
守
る

た
め
、
土
地
の
所
有
権
と
、

使
用
収
益
権
を
分
離
す
る
方
法
、
す

な
わ
ち
、借
地
林
業
制
度
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
立
木
一
代
限
（
99
年
）、
定
期
年
限
一

代
限
り
と
い
っ
て
、
土
地
を
貸
し
て
、
相
手
方

に
木
を
植
え
て
も
ら
い
、
そ
の
手
入
れ
は
村
の

人
が
行
い
、
労
賃
を
い
た
だ
く
。
そ
し
て
約
束

の
年
に
な
る
と
、皆
伐
し
て
そ
の
売
上
金
よ
り
、

最
初
、
約
束
し
た
割
合
の
お
金
を
い
た
だ
き
、

土
地
は
元
に
戻
る
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
、
今

で
い
う
分
収
制
度
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

こ
の
制
度
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
一
部
残
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
回
に
つ
づ
く
）

子どもたちに伝えたい「源流学」
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図１　主郭部に鎮座する高峯稲荷神社

図２　広橋城縄張図

図 3　主郭部西側の帯郭と切岸

※連載では、「聞き書き」でコミュニティライターの西久保智美が担当します。
樽丸（たるまる）



11. キビタキ Ficedula narcissina（夏鳥）

　スズメよりすこし小さい。繁殖のため夏鳥として渡って
きます。山地の落葉広葉樹林や針広混交林に棲息します。
　囀りを聴くと、ついつい聞きほれてしまいます。オスは
黄色と黒の鮮やかな色彩をしているのですが、新緑に溶け
込んで見つけにくく、自然の不思議を感じます。ようやく
見つけたときは飛び上がるくらいうれしいです。

13. カルガモ Anas zonorhyncha（留鳥）

　カラスより少し大きい。オスとメスは同じ色をしていて、
どちらもくちばしの先は黄色、足はだいだい色です。川や
池、田んぼなど水辺に一年中棲んでいて、数十羽の群れに
なることもあります。日本のカモの中で唯一の留鳥です。

19. ジョウビタキPhoenicurus auroreus（冬鳥）

　スズメくらいの大きさ。冬鳥として渡ってきます。黒い
翼に白い模様が紋付を着ているようで、すてきです。杭や
フェンス、枝などに止まり、餌をとると元の場所に戻る習
性があります。ヒッヒッヒッと甲高い声の後、カッカッカッ
と鳴くことがあります。渡ってくる頃になると、どこかで
ヒッヒッヒという声がしていないか、いつの間にか聞き耳
を立てています。

17. モズ Lanius bucephalus（留鳥）

　スズメより少し大きい。秋に「キィーキィーキィーキィ
キィキィ」と「高鳴き」をします。「キュン、キュン」と
鳴いたり、ほかの鳥に似た声を出したりするので、「百舌鳥」
とも言われています。アンテナや電線に止まり、尾をゆっ
くりと回して獲物を探し、バッタやトカゲ、カエルなど獲
物を捕らえると小枝やとげに刺す習性があり、これを「モ
ズのハヤニエ」といいます。

12. ホオジロ Emberiza cioides （留鳥）

　スズメよりすこし大きい。鳴き声は「一筆啓上仕り候
（いっぴつけいじょうつかまつりそうろう）」などと聞こえ
ます。夏の暑い日、電線や梢で胸を張って大空に向かって
朗々と囀っている姿には感動します。天敵に見つかる危険
を冒して目立つところで囀っているのですから。よく似た
カシラダカは冬鳥で短い冠羽があり、メスとオス（冬羽）
には胸から脇に縦斑があります。

14. キジバト Streptopelia orientalis（留鳥）

　デデッポーポー、デデッポーポーと鳴きます。首の周り
のきれいな鳩です。尾羽の先が白っぽいので、飛んでいる
時も判ります。子どもはミルク（「ピジョンミルク」という）
を与えて育てます。山鳩と呼ばれていましたが、近年都会
でも棲息するようになってきました。

20. ヒヨドリHypsipetes amaurotis（留鳥）

　ムクドリより大きく、尾が長い。飛ぶときは波形に飛ん
でいきます。木の実や昆虫を食べるが甘いものも好きで、
ツバキ、サザンカ、サクラなどの蜜を吸い、サクラの花び
らを食べることもあります。日本、朝鮮半島、中国の一部
に棲息しています。ヒーヨヒーヨ、ヒーヒー、とかヒーヒュ
ルヒュルヒーなどと甲高い声で鳴きます。大群でやってき
て野菜を食べるので、あまり歓迎されていません。キジバ
トと同じく近年都会でも棲息するようになりました。

18. アオサギ Ardea cinerea （留鳥）

　日本最大のサギ。御陵の森などで、集団で巣を作り繁殖
します。繁殖のころにはくちばしと足が赤くなります。作
り物かと思うくらいじっとして動かないことがあります。

16. セグロセキレイMotacilla grandis（留鳥）

　スズメより少し大きい。黒い顔に白い線がよく目立つセ
キレイです。水辺の近くに棲息し、あまり離れることはあ
りません。長い尾を上下に振るところから、「石敲き」と
も呼ばれています。日本の特産種と言われていましたが、
最近朝鮮半島、台湾の一部にも棲息していることがわかり
ました。よく似た鳥に顔が白く目のところに黒い線が通っ
ているハクセキレイいがいます。ハクセキレイは、ユーラ
シア大陸に広く分布しています。

15. ハシブトガラスCorvus macrorhynchos（留鳥）

　ハシブトの「ハシ」はくちばしのことで、くちばしが太
いカラスという意味です。「カーカー」と体を押し出すよ
うな姿勢で鳴きます。よく似たハシボソガラスはお辞儀を
するような姿勢で「ガーガー」と鳴きます。真夏の暑い日、
口を開けて暑さをしのいでいるところを見ることがありま
す。人を襲うというニュースを聞くことがありますが、近
くに巣があったり、ヒナがいたりして、近づかないでほし
いと言っているのかもしれません。

豊かな自然をささえる身近な野鳥　その2
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第 31 回　源流の主役たち

mori-to-mizu-no-genryu-kan4

　野鳥は、一年を通してほぼ同じ地域に棲み、いつでも観ることのできる「留鳥」、春から初夏に南方から渡ってきて、
多くは美しい囀りを聞かせてくれて、営巣・繁殖し、秋に温暖な越冬地へ渡っていく「夏鳥」、秋になると北方から越冬
のために渡ってきて、春になると北方に渡って営巣・繁殖する「冬鳥」、春と秋の渡りの途中に日本に立ち寄る「旅鳥」
に分類されます。野鳥を観察するときスズメ、ムクドリ、ハト、カラスの大きさを目安にするとわかりやすいです。

　多くの生き物が棲息する豊かな樹林に囲まれていますが、身近な野鳥はいつも私たちと一緒に生活しています。種子散

布、花粉媒介、害虫等制御など私たちの生活に欠かすことのできない仲間ですが、姿を観察することはなかなかできませ

ん。気配を感じたり、囀
さえず

りに季節を感じたり、癒
いや

され安らぎを覚えることがあります。そんな身近な野鳥を紹介します。

笹野　義一
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達ちゃんが語る達ちゃんが語る

子どもたちに伝えたい子どもたちに伝えたい
⑱吉野林業
　　～その２～「源流学」「源流学」

mori-to-mizu-no-genryu-kan

　

下
市
町
広
橋
は
、
月
ヶ
瀬
・
賀あ

の

う
名
生
と
並
ぶ

奈
良
県
の
三
大
梅
林
の
ひ
と
つ
広
橋
梅
林
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
広
橋
梅
林
の
最
高
所
、

高
峯
稲
荷
神
社
が
鎮
座
す
る
「
天
守
の
森
」
と

呼
ば
れ
る
山
頂
に
広
橋
城
が
あ
り
ま
す
。

　

広
橋
城
は
「
天
守
の
森
」
を
均な
ら

し
て
東
西
約

６
０
メ
ー
ト
ル
・
南
北
約
２
５
メ
ー
ト
ル
の
平

坦
面
（
主し
ゅ
か
く郭
部
）
を
造
成
し
、
そ
の
周
囲
に
幅

３
～
４
メ
ー
ト
ル
の
帯お
び
ぐ
る
わ郭（
帯
状
の
平
坦
面
）

を
削
り
出
す
こ
と
で
、
主
郭
部
の
周
囲
に
高
さ

約
３
メ
ー
ト
ル
の
切
岸
（
壁
）
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
西
側
の
帯
郭
の
外
側
に
は
、
横

堀
と
土
塁
を
設
け
て
守
り
を
固
め
て
い
ま
す
。

横
堀
は
Ｌ
字
形
に
曲
げ
ら
れ
、
麓
へ
向
け
て
口

を
開
け
て
い
ま
す
。
麓
か
ら
は
虎
口
（
入
口
）

の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
袋
小
路
と
な
っ
て
い

る
上
、
周
囲
を
土
塁
で
囲
ん
で
い
る
の
で
、
入

り
込
ん
だ
ら
簡
単
に
は
出
ら
れ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
西
の
尾
根
に
は
神
社
に
続
く

道
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
堀
切
で
遮
断

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
堀
切
は
土
塁
で
延
長
さ
れ

て
お
り
、
西
か
ら
の
侵
入
を
何
と
し
て
も
阻
も

う
と
す
る
強
い
意
志
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

広
橋
城
は
吉
野
郡
内
で
は
大
規
模
な
城
の
部

類
に
入
り
ま
す
。
ま
た
土
塁
や
横
堀
を
多
用
し

た
技
巧
的
な
構
造
を
持
つ
城
は
、
奈
良
県
南
部

で
は
余
り
例
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
名
や
有
力

国
人
が
築
い
た
城
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

当
時
、
吉
野
郡
の
商
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
下

市
の
町
か
ら
離
れ
て
い
る
の
が
少
し
不
自
然
で

す
。

　

で
は
誰
が
築
い
た
城
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

中
世
の
吉
野
郡
に
は
八は
っ
き
し
ょ
う
じ

旗
荘
司
と
呼
ば
れ
た

有
力
者
た
ち
が
い
ま
し
た
。
南
朝
を
開
い
た

後
醍
醐
天
皇
（
１
２
８
８
～
１
３
３
９
）
が
、

吉
野
郡
内
の
有
力
な
八
人
の
武
士
に
旗
を
賜
っ

た
の
が
そ
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
正

六
年
（
１
５
７
８
）、
大
和
国
の
平
定
を
目
指

す
筒
井
順
慶
（
１
５
４
９
～
１
５
８
４
）
が
吉

野
郡
に
侵
攻
し
た
際
、
八
旗
荘
司
た
ち
が
、
広

橋
城
に
籠
城
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
ま

す
。

　

実
際
、
広
橋
地
区
に
は
、
中
世
文
書
や
甲
冑

（
渡
辺
惣
官
家
文
書
：
奈
良
県
指
定
文
化
財
、

広
橋
家
腹
巻
そ
の
他
：
下
市
町
指
定
文
化
財
）

が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
付
近
に
有
力
者
が
住

ん
で
い
た
の
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。
八
旗

荘
司
と
呼
ば
れ
て
い
た
在
地
の
有
力
武
士
の
城

と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

中
世
の
城
跡
は
、下
草
に
覆
わ
れ
て
い
た
り
、

倒
木
が
あ
っ
た
り
し
て
、
辿
り
着
く
ま
で
一
苦

労
す
る
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
広
橋
城
は
下

草
が
少
な
く
、
道
も
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

と
て
も
登
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
橋
梅
林
で
は
、
花
の
見
ご
ろ
に
合
わ
せ
て

「
梅
の
里
山
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の

で
、
花
見
を
兼
ね
て
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

参
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献
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史
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吉野川・紀の川流域の遺跡

そ
の
三
〇
歴
史
に
詳
し
い
職
員
、
成
瀬
匡
章
が
、
吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
の
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

広

橋

城

広

橋

城

﹁﹁

﹂﹂

誰
が
築
い
た
？

誰
が
築
い
た
？

　

前
号
か
ら
の
続
き
で
、「
吉
野
林
業
」
に
つ

い
て
、講
演
録
の
原
稿
か
ら
記
し
た
い
と
思
う
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

間
伐
は
、
80
～
百
年
の
期
間
で
皆
伐

期
（
一
定
範
囲
の
樹
木
を
一
時
に

全
部
ま
た
は
大
部
分
伐
採
す
る
主

伐
の
一
種
）
と
、
長
伐
期
（
通
常
の
主
伐
林
齢

の
約
２
倍
を
超
え
る
林
齢
で
主
伐
を
行
う
こ

と
）
で
計
画
を
し
て
お
り
、
そ
の
間
、
10
回
行

い
ま
す
。
５
～
10
年
間
隔
で
１
回
、
約
20
％
前

後
の
間
伐
を
伐
期
ま
で
繰
り
返
し
ま
す
。
伐
期

に
な
る
と
、
９
千
本
植
栽
し
た
本
数
が
、
皆
伐

期
に
は
、
ha
あ
た
り
９
２
０
本
ぐ
ら
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。
普
通
、伐
期
50
～
60
年
ご
ろ
に
は
、

残
存
本
数
は
千
～
１
２
０
０
本
で
、
３
千
本
植

え
た
国
有
林
と
同
じ
よ
う
な
本
数
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
中
味
が
ま
っ
た
く
違
う
こ

と
に
も
注
目
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
、
吉
野
林
業
は
、
こ
の
よ
う
な

手
間
や
お
金
の
か
か
る
施
業
を
し

て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
樽
丸
生
産
を
目
的
に
施
業
を
行
っ

て
い
た
か
ら
で
、
一
時
、
吉
野
林
業
を
樽
丸
林

業
と
呼
ん
だ
時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
吉
野

林
業
は
密
植
し
、
多
間
伐
を
繰
り
返
す
こ
と
で

年
輪
幅
の
狭
い
（
１
cm
で
８
年
輪
）
か
つ
均
一

な
材
と
な
り
、
酒
樽
と
し
て
非
常
に
良
い
素
材

と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
酒
に
風
味
を
与
え

る
と
し
て
人
気
で
し
た
。

そ
の
樽
丸
も
１
９
４
０
年
ご
ろ
に
は

吉
野
林
業
の
舞
台
か
ら
退
き
、
代

わ
っ
て
戦
後
の
復
興
か
ら
住
宅
部

材
の
需
要
が
拡
大
し
、
柱
角
材
が
注
目
さ
れ
、

原
木
市
場
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
素
材
・
生
産

業
者
が
急
増
し
、
柱
角
の
適
材
を

求
め
て
、
伐
採
令
も
50
～
60
年
で

皆
伐
す
る
箇
所
も
で
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
施
業
の
特
徴
は
、
密

植
を
維
持
し
た
ま
ま
、
短
伐
期
化

が
追
求
さ
れ
た
時
代
で
し
た
。

70
年
代
に
入
っ
て
か
ら

は
、
材
木
の
自
由
化

が
始
ま
り
、
大
都
市

は
国
産
材
か
ら
輸
入
材
へ
と
変
化

し
て
い
っ
た
な
か
で
、
一
般
材
の

価
格
が
伸
び
悩
み
、
丸
太
の
生
産

量
は
急
減
し
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、

吉
野
材
の
銘
柄
化
す
る
こ
と
で
造

作
材
（
建
築
内
部
の
仕
上
げ
材
、

取
付
材
の
総
称
）
と
し
て
生
か
さ

れ
、
ヒ
ノ
キ
の
枝
打
ち
材
が
無
節

柱
材
と
し
て
付
加
価
値
の
追
求
が

始
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
需
要
側
の
変
化

が
山
側
に
与
え
た
影
響

は
と
て
も
大
き
く
、
柱

角
材
時
代
に
ま
る
で
忘
れ
ら
れ
て

い
た
最
高
級
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が

再
び
脚
光
を
浴
び
始
め
ま
し
た
。

量
よ
り
質
を
求
め
る
時
代
に
な
り
、

吉
野
林
業
も
樽
丸
時
代
に
培
っ
た

技
術
特
製
が
再
び
意
味
を
も
つ
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

80
年
代
は
、
集
成
材
の

化
粧
常
板
の
需
要
が

急
速
に
拡
大
、
ヒ
ノ

キ
の
集
成
材
の
柱
が
市
場
へ
出
回

り
、
続
い
て
ス
ギ
の
造
作
材
の
集

成
材
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
集
成
材
用
単
板
の
需

要
に
適
し
た
山
は
国
内
で
も
限
ら
れ

た
地
域
に
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
こ
で

吉
野
林
業
の
密
植
、
多
間
伐
、
長
伐

期
施
業
に
よ
り
育
て
ら
れ
た
最
高
級

材
が
重
要
視
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。こ

の
よ
う
に
吉
野
林
業
は
樽

丸
の
時
代
か
ら
、
柱
角
の

時
代
、
そ
し
て
造
作
材
、

集
成
材
の
時
代
と
移
り
変
わ
っ
て
き

た
の
で
す
。
90
年
代
に
入
る
と
住
宅

建
築
の
様
式
が
多
様
化
に
な
り
、
需

要
が
減
少
し
、
あ
わ
せ
て
丸
太
価
格

も
厳
し
さ
を
増
し
、
ブ
ラ
ン
ド
物
の

吉
野
杉
も
だ
ん
だ
ん
影
が
薄
く
な
っ

た
の
で
し
た
。

さ
て
吉
野
林
業
の
も
う
一
つ

の
特
徴
は
、
森
林
の
所
有

形
態
が
、
ほ
か
の
町
村
と

違
う
点
で
す
。
川
上
村
の
森
林
面
積

２
万
５
千
ha
の
う
ち
、
村
内
の
人
の

所
有
面
積
が
約
３
千
ha
で
約
12
％
、

村
外
所
有
者
が
２
万
１
９
０
０
ha
で

約
88
％
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ

た
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
も
と
も
と

は
村
の
人
た
ち
が
所
有
し
て
い
た
の

で
す
が
、
元
禄
年
間
ご
ろ
よ
り
植
林

が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
地
理
的
に
奥

地
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
木
材
生
産
の

利
益
も
低
く
、
生
活
の
維
持
も
困
っ

て
、
結
局
は
村
外
の
資
本
に
依
存
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
外
部
資
本
の
攻

勢
に
対
し
、
自
ら
を
守
る

た
め
、
土
地
の
所
有
権
と
、

使
用
収
益
権
を
分
離
す
る
方
法
、
す

な
わ
ち
、借
地
林
業
制
度
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
立
木
一
代
限
（
99
年
）、
定
期
年
限
一

代
限
り
と
い
っ
て
、
土
地
を
貸
し
て
、
相
手
方

に
木
を
植
え
て
も
ら
い
、
そ
の
手
入
れ
は
村
の

人
が
行
い
、
労
賃
を
い
た
だ
く
。
そ
し
て
約
束

の
年
に
な
る
と
、皆
伐
し
て
そ
の
売
上
金
よ
り
、

最
初
、
約
束
し
た
割
合
の
お
金
を
い
た
だ
き
、

土
地
は
元
に
戻
る
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
、
今

で
い
う
分
収
制
度
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

こ
の
制
度
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
一
部
残
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
回
に
つ
づ
く
）

子どもたちに伝えたい「源流学」

mori-to-mizu-no-genryu-kan2

図１　主郭部に鎮座する高峯稲荷神社

図２　広橋城縄張図

図 3　主郭部西側の帯郭と切岸

※連載では、「聞き書き」でコミュニティライターの西久保智美が担当します。
樽丸（たるまる）
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川
上
村
が
水
源
地
の
村
と
し
て
、
自
然
と
共

生
す
る
「
川
上
宣
言
」
を
村
是
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
過
疎
化
の
進
む
奥
地
山
村
と
し
て
極

め
て
崇
高
な
姿
勢
と
い
え
る
。

　

山
村
に
は
山
村
の
価
値
が
あ
る
。
清
ら
か
な

水
が
生
ま
れ
る
貴
重
な
自
然
を
持
つ
村
が
、
水

源
地
の
村
づ
く
り
を
高
ら
か
に
宣
言
し
よ
う
と

い
う
発
想
は
ま
さ
に
自
然
の
価
値
の
再
認
識
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

「
川
上
宣
言
」
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
歩
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し

た
い
。

　

新
た
な
年
号
が
は
じ
ま
る
今
年
、
川
上
村
は

村
制
一
三
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

い
つ
も
『
川
上
宣
言
』
に
込
め
ら
れ
た
意
味
や

お
も
い
を
み
ん
な
で
考
え
な
が
ら
、
自
ら
が
行

動
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
途
切
れ
る
こ
と
の
な

い
時
を
刻
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

何
事
に
つ
け
「
平
成
最
後
の
・
・
」
と
い
う

言
葉
が
添
え
ら
れ
る
と
き
で
す
。
い
ま
、
平
成

最
後
の
年
度
末
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
何
を
書

く
べ
き
か
考
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
あ
ら
た

め
て
『
川
上
宣
言
』
を
見
つ
め
直
し
、
深
く
向

き
合
う
一
年
間
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
三

つ
の
こ
と
を
書
き
ま
す
。

■　
『
川
上
宣
言
』
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ　

■

　

川
上
村
の
環
境
基
本
計
画
推
進
の
位
置
づ
け

で
役
場
や
公
共
機
関
・
施
設
の
職
員
を
対
象
に

毎
年
行
う
研
修
会
で
、
講
師
を
奈
良
教
育
大
学

次
世
代
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
准
教
授
の
中
澤
静

男
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
っ
て

な
ん
で
す
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
お
話
の

中
で
、
次
の
よ
う
に
『
川
上
宣
言
』
に
触
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
川
上
宣
言
』
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
教
材
と
し
て

十
分
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
の
構
成
概
念
の
規
範
概
念
と
し
て

「
責
任
性
」
と
「
連
携
性
」
を
、
実
態
概
念
と

し
て
の
「
多
様
性
」
と
「
相
互
性
」
を
強
く
意

識
し
た
宣
言
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
体
験
を

通
じ
て
学
ぶ
こ
と
は
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
他
な
ら
な
い
。

川
上
村
長
を
は
じ
め
聴
講
し
た
一
同
に
と
っ
て

自
信
と
勇
気
を
得
る
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人

　吉
野
川
紀
の
川
源
流
物
語

尾
上

　忠
大

事
務
局
長

■　

小
学
校
で
『
川
上
宣
言
』　

■

　

そ
の
研
修
会
に
初
め
て
川
上
小
学
校
の
先
生

方
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
五
年
生
担

任
の
先
生
が
、「
森
と
水
の
源
流
館
授
業
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
」（
詳
細
は
本
誌
41
号
参
照
）
に

も
全
回
参
加
。
先
生
は
川
上
村
の
「
ダ
ム
カ

レ
ー
」
を
素
材
と
し
て
、
二
つ
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
か
ら
「
緑
の
ダ
ム
」
へ
と
児
童
の
意
識

を
や
り
、
森
の
こ
と
に
つ
い
て
学
習
す
る
と
い

う
授
業
計
画
を
作
成
し
、
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
過
程
で
、
森
を
守
る
背
景
に
あ
る

『
川
上
宣
言
』
に
た
ど
り
つ
き
、
調
べ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
先
生
と
と
も
に
役
場
の
村
長
室
を

訪
ね
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
そ
う
で
す
。

十
二
月
に
は
、
学
習
成
果
を
児
童
た
ち
が
多
く

の
村
民
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
授

業
づ
く
り
の
内
容
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
授
業
と
し
て
高

く
評
価
を
受
け
、
実
践
報
告
会
な
ど
で
他
地
域

の
先
生
へ
発
表
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
川
上
小
学
校
の
先
生
か
ら
児
童
た
ち
へ

の
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
先
生
は
し
っ
か
り
準
備
を
し
、
魂
を
込
め

て
授
業
を
す
る
か
ら
、
み
ん
な
も
川
上
村
を
背

負
っ
て
立
つ
よ
う
な
気
持
ち
で
、
い
っ
し
ょ
に

勉
強
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

■
『
川
上
宣
言
』
企
画
特
集
（
奈
良
新
聞
）
■

　

昨
年
末
、
筆
者
も
協
力
し
、
奈
良
新
聞
全
面

に
お
い
て
『
川
上
宣
言
』
を
ふ
り
か
え
る
特
集

記
事
を
掲
載
。
そ
の
中
で
、
平
成
八
年
に
『
川

上
宣
言
』
を
執
筆
さ
れ
た
現
在
早
稲
田
大
学
名

誉
教
授
の
宮
口
侗
廸
先
生
に
【「
川
上
宣
言
」

誕
生
の
こ
ろ
】
と
題
し
た
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
文
を
紹
介
し
ま
す
。

奈良新聞 2018 年 12 月 26 日

※ ESD ＝ Education for Sustainable Development
　　　　　持続可能な社会づくりの担い手を育むための教育活動

　三之公林道の終点から水源地の森へ足を踏み入れ、台高の尾根に向かって沢を登っていくと、稜線に近づくにつれて風
景が変わってくるのに気づく。植生が変化したのもあるのだが、周囲の木々がいつの間にか巨樹と呼べるようなサイズに
なっているからである。トガサワラをはじめとするそれらの木々は、遠目に見ても太くて樹高も高いし、近づいてみると
その大きさに圧倒される。それらの木々は水源地の森を長く見つめてきた守り神のような存在にも感じられ、足を踏み入
れるのに畏れを感じさせるものでもある。さらに足を進めると、ゆったりしたブナ林の中にどっかりと腰を落ち着けた感
のあるミズナラが谷を見下ろすように生え、村を見守っているように感じられた。
　2018 年 3 月に「川上村巨樹・古木調査　報告書」が発行された。上西由恵さんを中心に森と水の源流館のメンバーが
協力して実地調査や聞き取りを進めてまとめたもので、現時点での川上村の巨樹リストとなっている。リストには、林業
の村を代表するかのようにスギが目立つが、他にも地域の植生を代表するように、ウラジロガシ、ヤブツバキ、カゴノキ、
クスノキといった常緑広葉樹や、エノキ、ムクノキ、ケヤキなどの落葉広葉樹、トガサワラ、モミ、ツガなどの岩角地に
生える常緑針葉樹類、生活に関連する樹種としてトチノキ、オニグルミ、クワノキが名を連ねている。やや珍しいものと
して、コウヨウザン、イチョウといった渡来系の樹種やタラヨウ、イブキ、コウヤマキ、イチイ（アララギ）のように庭
園に植えることが多い樹種も見られる。これらの多くは社寺林とその周辺に生育する樹木であり、森林内の巨樹は下多古
の歴史の証人など数少ない。「木を隠すなら森へ」で巨樹が見つからない面もあるが、林業の盛んなこの村では、山の守
り神としての木々は山行きさんに受け継がれ、山行きさんを見守っているのだろう。多くの人が知る巨樹として残されて
きた樹木は、集落の中で大切にされて、結果的に集落付近に巨樹が集まっているのかもしれない。
　奇岩や奇樹、巨樹・巨木といった自然物は神の依代として意識され、注連縄を巻いてこの世と切り離し神に属するもの
として区別され、多くの地域で大切にされてきた。そのような「場」が信仰の対象として用いられ、社が建てられ神社に
なったものもあるだろう。しかし、自分たちが生活を営む空間に社寺を設け、その中に樹木を植え、その樹木を代々大切
にし、集落を見守る存在として育ていく中で、巨樹・古木となっていった樹木もあるのでは無いかとも思う。京都市にあ
る西本願寺には、本堂の前に大きなイチョウが生育している。直径 1m 以上の巨木だが、横に大きく枝を分岐して樹高が
低く、イチョウにしては珍しい樹形をしている（京都市指定天然記念物）。イチョウは中国原産の落葉高木で、西本願寺
の地に自生していたわけではない。人が植えて守り育ててきたものが立派に育ち、その樹の前で手を合わせるような存在
になっている。川上村の各在所に見られる巨樹・古木の多くも、このように人々が守り育ててきた樹木が多いのではない
だろうか。1本1本の樹々には在所の人々の想いが詰まっており、まさに集落の守り神のような存在になっているのだろう。
　多くの人の想いを集めた巨樹は、「祟り」という形で想いの一端をはき出すこともある。巨樹を傷つけたり伐採したり
すると祟られるという話は、いろんな地域で聞くことができる。私が学生の頃に聞いた話では、京都から亀岡に向かう国
道 9 号線沿いの右京区大枝にあった 3 本の大杉は国道の拡幅工事に伴って伐採されたが、拡幅工事終了までに 3 名の方が
亡くなったとのこと。真偽の程を確かめてはいないが、祟りという形で巨樹の伐採を戒めているのかもしれない。
　昨年末に滋賀県草津市の環境審議会は、10 年以上貴重な樹木として保護樹木に指定していたムクロジの大木を、保護
樹木指定を解除する答申を出した。江戸時代の東海道の枝道として使われた「矢橋の渡し」へ向かう街道沿いに生育して
いた樹木は、江戸時代中頃に植えられ地域の目印として親しまれてきた。だからこそ、草津市が保護樹木制度を制定した
時にすぐに指定され、保護されてきた。しかし、昨年の台風の被害で枝が折れた際に、周囲の住民の要請で全ての枝葉が
切り取られ、丸太のような風情で立ち上がる姿に変えられてしまった。大量の落ち葉に悩まされ、台風のような大風の時
に枝が落ちることを恐れる周囲の住民には、ムクロジの大木は迷惑な産物であり、早く片付けたい代物になってしまった
ようだ。同じ境内地には、保護樹に指定されていないムクロジや大木のクスノキの切り株が残っていた。
　人が守り育ててきた地域の宝、目印、ランドマーク、大切な樹木は、地域の想いを受けて生きながらえ、巨樹として存
在感を放ってきた。一方で、人々から忘れ去られ迷惑な存在になった巨樹は、様々な事情があるかもしれないが、人々に
とってどうでも良いものになってしまい、地域から失われていく。地域の人々の心から巨樹が失われた時点で、巨樹のい
のちは潰えているのかもしれない。
　巨樹・古木は、その地域の心を反映する存在、地域の鏡といえるかもしれない。巨樹・古木のありようは、そのまま地
域の今を物語る。どのような村を次の世代に伝えていくのか。先祖代々の村人の営みを知る巨樹・古木を仰ぎながら、そ
の歴史に想いを馳せつつ、考えていこう。地域の巨樹・古木を大切にし、次の世代に引き継いでいきたいと願う。

　川上村の巨樹・古木は自然資源としてだけでなく、吉野林業の歴史や地域の文化を知るうえでも貴重なものです。
しかし、高齢化や過疎化が進む中で、守り、伝えていくことは難しく、まずはこれらの木々と出会ってもらうべく、
2018 年 9月 8日（土）源流のつどい「川上村の巨樹めぐり」を実施し、県内外より 11名の参加がありました。

川上村の巨樹・古木調査に寄せて　川上村の巨樹・古木調査に寄せて　（横田岳人　龍谷大学理工学部、源流人会会員）（横田岳人　龍谷大学理工学部、源流人会会員）

授業づくりセミナー報告会の様子
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かけがえのない水を生む
源流の自然を愛し、源流を守り、育てる人です

集い、話し、遊び、学び、考え、触れ、交流し、
参加し、喜びを分かち合いながら、
源流を守り、育ててゆこうとする会です

郵便振替 00940-1-331163

個人
家族

2,000円
3,000円

学生
団体

1,000円
10,000円

水源地の森守募金
にご協力ください

もりもり

郵便振替 「水源地の森守募金」あて00950-2-331164

年会費

源流人
会とは

ともに源流学
を楽しみ学ぶ仲

間

を紹介ください

源流人
とは

ありがとうございました。
平成29年度、243,317円の森守募金をお預かりしました。
奈良県内すべてと、和歌山県内の紀の川流域市町村の小学

4年生全員に配布した教材印刷費や源流域での
斜面崩壊対策費用にあてさせていただきました。
今後ともご支援をよろしくお願いします。
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し
ま
し
た
。
吉
野
川
源
流
の
お
い
し
い
水
と

そ
の
水
で
育
っ
た
米
と
茶
、
簡
単
な
材
料
だ

か
ら
こ
そ
、
良
し
悪
し
が
味
に
表
れ
ま
す
。

近
畿
地
方
に
木
枯
ら
し
一
号
が
吹
い
た
翌

日
、
水
が
と
て
も
冷
た
く
、
出
来
上
が
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
熱
々
の
お
か

い
は
最
高
で
し
た
。
ま
た
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
生
ま
れ
て
か
ら
の
18
年
間
、
大
阪
府
に

住
ん
で
い
て
、大
自
然
に
ふ
れ
る
機
会
が
な
く
、

初
め
て
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
も
緑
に
あ
ふ
れ
、
植
物
・
生
き
物

が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
私
が
学

び
た
い
も
の
は
、
こ
れ
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

初
め
て
目
に
し
た
景
色
は
今
で
も
は
っ
き
り
と

頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
が
大
学
で
森
林
科
学

を
学
ぼ
う
と
決
意
し
た
の
は
、
こ
の
奈
良
県
川

上
村
の
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
か
ら

だ
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
。

　

高
校
３
年
生
の
６
月
、
し
か
も
高
校
の
期
末

テ
ス
ト
目
前
と
い
う
時
期
に
、
父
か
ら
「
７
月

１
日
、
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に
行
く
？
」
と
い

う
誘
い
を
受
け
、「
テ
ス
ト
前
な
の
に
？
」
と

思
い
な
が
ら
も
、
自
分
自
身
「
行
か
ず
に
後
悔

す
る
の
は
い
や
だ
。」
と
思
い
、
参
加
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
私
は
あ
る
大
学

　

前
回
に
引
き
続
き
、
人
工
林
の
間
伐
を
少
し

体
験
し
て
い
た
だ
き
、
源
流
人
会
の
会
員
さ
ん

ら
15
名
の
方
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
に
伐
採
し
、
林
内
で
乾
燥
さ

せ
て
い
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
う
ち
、
建
材
に
な
ら

な
い
も
の
、
末す
え

（
※
）
の
部
分
な
ど
を
適
当
な

長
さ
に
小
切
っ
て
、
土
留
め
を
設
置
し
、
林
内

歩
道
を
整
備
し
、
足
場
の
安
全
を
確
保
し
て
か

ら
木
を
伐
っ
て
い
き
ま
す
。
他
に
も
根
元
の
草

や
低
木
を
刈
り
、
伐
倒
方
向
と
待
避
場
所
を
見

極
め
る
な
ど
気
を
配
り
ま
す
。 

　

林
業
は
危
険
な
仕
事
と
い
う
印
象
を
持
た
れ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
熟
練
の

山や
ま
い
き行
さ
ん
の
仕
事
を
拝
見
す
る
と
、
経
験
を
積

み
、
技
術
を
磨
き
、
と
て
も
正
確
に
作
業
さ
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
周
囲
に
大
変
気
を
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ど
の
仕
事

も
「
安
全
第
一
」
と
「
段

取
七
分
」、
職
員
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
も
印
字
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
事

故
の
な
い
よ
う
森
づ
く

り
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

昼
食
の
足
し
に
“
お

か
い
（
茶
粥
）”
を
準
備

の
推
薦
入
試
を
受

け
よ
う
か
悩
ん
で

い
た
時
期
で
も
あ

り
、
こ
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
ら
、

面
接
試
験
の
と
き

に
、
こ
の
経
験
を

話
せ
る
と
思
い
、

参
加
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
推
薦
入
試
当
日
、
面
接
練
習
し
て

き
た
通
り
、「
私
は
高
校
３
年
生
の
７
月
に
奈

良
県
の
川
上
村
に
行
き
、
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
原
生
林
と
人

工
林
を
見
て
、
さ
わ
り
、
さ
ら
に
森
林
に
つ
い

て
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

と
大
き
な
声
で
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
無
事
に
第
一
志
望
大
学
に
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
に
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
、
そ
し
て
魅
力

を
教
え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。

そ
し
て
、
私
は
こ
れ
か
ら
大
学
で
森
林
に
つ
い

て
思
い
存
分
学
び
、
森
林
の
良
さ
、
そ
し
て
必

要
性
を
説
明
で
き
る
人
に
な
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
今
私
が
書
い
て
い
る
こ
の
体
験
談
が
、「
ほ

た
り
」
に
載
せ
て
頂
け
る
頃
に
は
、
私
は
大
学

生
に
な
り
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
大
学
生

活
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
本
当
に
学
び
た
い

こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
森
と

水
の
源
流
館
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に

        

参
加
さ
せ
て
頂
い
て

水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
に

        

参
加
さ
せ
て
頂
い
て

大
島
聡
実

平
成
　
年
　
月
８
日

30

12

記

源
流
学
の
森
づ
く
り

源
流
学
の
森
づ
く
り

月

　日（
祝
）
　

11

23

（駐）※木の根元側を「元（もと）」、穂先側を「末（すえ）」と言います。
元口と末口の直径の差が小さいことを「本末同大（もとすえどうだい）」と言い、吉野杉の特徴の一つです。


